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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ
よ
り

間
税
会
の
運
営
に
多
大
な
ご
協
力
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
間
税
会
は
税
務
協
力
団
体

の
一
員
と
し
て
、
自
主
的
な
申
告
納

税
制
度
の
確
立
を
通
じ
て
、
適
正
公

平
な
税
務
の
執
行
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
消
費
税
を
負
担
し
て

い
る
消
費
者
の
視
点
に
も
重
点
を
置
い

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
間
税
会
連
合
会
（
以
下
東

海
間
連
と
い
う
）
で
は
、
全
国
間
税

会
総
連
合
会
（
以
下
全
間
連
と
い

う
）
の
活
動
方
針
を
基
軸
に
、
会
員

は
じ
め
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ

り
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
お
け
る

諸
行
事
へ
の
参
画
、「
世
界
の
消
費
税
」

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配
布
、「
税
の
標

語
」の
募
集
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
特
に
、
小
中
学
校
あ
る
い
は

高
等
学
校
に
対
す
る
租
税
教
室
へ
の
協

力
・
参
画
を
、
税
務
当
局
や
他
の
税

務
協
力
団
体
と
と
も
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
昨
年
は
「
税
の
標
語
」
に
お
い

て
東
海
間
連
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
り
、東
海
間

税
会
連
合
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
か
ら
税
務
行

政
に
つ
き
ま
し
て
深
い
御
理
解
と
格
別
の

御
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
海
間
税
会
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、間
接
税
に
関
す
る
唯
一
の
関
係
民
間
団

体
と
し
て
、消
費
税
を
中
心
と
し
た
税
務

研
修
会
の
開
催
、「
税
の
標
語
」の
募
集
及
び

「
世
界
の
消
費
税
」ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配

布
等
の
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、正
し
い
税

知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
の
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、清
水
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆

様
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
日
頃
の
御
尽
力

に
対
し
ま
し
て
、心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
う
し
た

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様

と
従
来
以
上
に
連
携
・
協
調
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、近
年
、経
済
活
動
の
国
際
化
・
高

度
情
報
化
の
進
展
等
、税
務
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、「
納
税
者
の
自

発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円

滑
に
実
現
す
る
」と
い
う
私
ど
も
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
、納
税
者

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
一
方
で
、適
正
な
申

ご

挨

拶

【ごあいさつ】

【年頭のごあいさつ】

東
海
間
税
会
連
合
会
会
長

名
古
屋
国
税
局 

課
税
第
二
部
長

清

水

順

二

中

川

政

晴

全
間
連
の
最
優
秀
賞
１
作
品
が
選
ば

れ
、
ま
た
優
秀
賞
、
佳
作
に
各
１
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
全
国
で
40
万

点
を
超
す
応
募
の
中
か
ら
の
受
賞
で

す
の
で
大
変
な
こ
と
で
す
。
会
員
皆
さ

ま
の
日
ご
ろ
の
ご
尽
力
の
お
蔭
と
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

来
年
10
月
に
は
消
費
税
率
が
８
％

か
ら
10
％
へ
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
軽
減
税

率
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
全
間
連
で

は
、
軽
減
税
率
の
導
入
に
は
反
対
し

て
お
り
、
消
費
税
の
逆
進
性
に
は
「
給

付
つ
き
税
額
控
除
」
で
対
処
す
る
こ
と

と
し
て
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
と

は
申
す
も
の
の
、
間
税
会
の
目
的
か
ら

し
て
、
軽
減
税
率
導
入
へ
の
円
滑
な
移

行
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
に
も
協
力
す

る
と
と
も
に
、
最
近
特
に
注
目
さ
れ
て

い
る
租
税
教
室
へ
の
協
力
・
参
画
に
も

一
層
力
を
入
れ
て
参
る
所
存
で
す
。

　

今
年
度
の
東
海
大
会
は
静
岡
県
連

の
お
世
話
で
、
６
月
11
日
（
月
）
に

静
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
の
参
加
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
９
月
11
日（
火
）

に
は
全
国
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
予
定
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
と
し
て
、
各
単
位
会
の
更
な

る
発
展
と
会
員
企
業
の
ご
隆
盛
、
会

員
各
位
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

告
を
行
っ
た
納
税
者
の
皆
様
に
不
公
平
感

を
与
え
な
い
よ
う
、適
正
・
公
平
な
課
税
・

徴
収
の
実
現
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、平
成
29
年
１
月
か
ら
申
告
書

等
の
税
務
関
係
書
類
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
が
、社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
の
更
な
る
定
着
を
図

る
た
め
、引
き
続
き
、積
極
的
な
周
知
・
広

報
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
31
年
10
月
か
ら
は
、消
費

税
率
の
引
上
げ
と
同
時
に
軽
減
税
率
制
度

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
は
、多
数
の
事
業
者
の

方
々
に
と
っ
て
、商
品
管
理
や
区
分
経
理
等

の
た
め
の
準
備
が
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　

事
業
者
の
方
々
が
制
度
を
十
分
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、制
度
の
周
知
・
広
報

や
丁
寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、間
税
会
の
皆
様
の
お

力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、今
後
も

間
税
会
の
皆
様
と
の
連
絡・協
調
を
密
に
し

な
が
ら
、適
切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
平
成
29
年
分
の
所
得
税
及
び

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
が
始

ま
り
ま
す
。

　

本
年
の
確
定
申
告
に
お
き
ま
し
て
も
、引

き
続
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
利
便
性
の

高
い
申
告
・
納
付
手
段
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、各

税
の
申
告
及
び
期
限
内
納
付
に
関
し
ま
し

て
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、東
海
間
税
会

連
合
会
の
更
な
る
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
ま
す
ま
す
の
御

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東 海 間 連 会 報
T O K A I 　 K A N R E N
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納
税
功
労
表
彰
受
彰
者

平
成
二
十
九
年
度

東
海
間
税
会
関
係
受
章（
彰
）者

平
成
二
十
九
年
度

  「
税
の
標
語
」
優
秀
作
品

東
海
間
税
会
連
合
会 

会
長
賞

全
国
間
税
会
総
連
合
会 

表
彰

最
優
秀

優　

秀

佳　

作

国
税
局
長
表
彰受

彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村む
ら

井い

節せ
つ

子こ

様

東
海
間
税
会
連
合
会
女
性
部
副
部
長
・
愛
知
県
間
税
会
連
合
会
女
性
部
部
長

熱
田
間
税
会
女
性
部
部
長

篠し
の

田だ

正ま
さ

志し

様

東
海
間
税
会
連
合
会
常
任
理
事
・
津
島
間
税
会
会
長

綾あ
や

野の

寿と
し

昭あ
き

様

前
東
海
間
税
会
連
合
会
青
年
部
長
・
前
三
重
県
間
税
会
連
合
会
青
年
部
長

前
松
阪
間
税
会
青
年
部
長
・
松
阪
間
税
会
理
事

北き
た

川が
わ

　

亨と
お
る

様

東
海
間
税
会
連
合
会
常
任
理
事
・
三
重
県
間
税
会
連
合
会
副
会
長

鈴
鹿
間
税
会
会
長

明あ
か

石し

為た
め

晴は
る

様

東
海
間
税
会
連
合
会
理
事
・
静
岡
県
間
税
会
連
合
会
理
事

浜
松
西
間
税
会
会
長

財
務
大
臣
表
彰

海う
ん

野の

誠せ
い

治じ

郎ろ
う

様

前
全
国
間
税
会
総
連
合
会
理
事
・
前
東
海
間
税
会
連
合
会
副
会
長

前
静
岡
県
間
税
会
連
合
会
会
長

実
り
あ
る 

社
会
に
や
が
て 

な
る
よ
う
に 

税
と
い
う
名
の 

種
を
ま
く　

熱
田
間
税
会

西

川

侑

里

希
望
あ
る　
未
来
の
た
め
に　
消
費
税

匝
瑳
市
立
八
日
市
場
第
一
中
学
校

伊

藤

杏

奈

税
金
は　
正
し
く
理
解　
正
し
く
納
付

群
馬
県
太
田
市

井

上

佳

之

公
平
な　
社
会
の
負
担　
消
費
税

新
潟
県
新
潟
市

川

上

ひ
ろ
こ

間
税
会　
税
を
通
じ
て　
広
が
る
輪

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

川

﨑

哲

也

明
日
の
た
め　
み
ん
な
を
支
え
る　
消
費
税 

練
馬
区
立
練
馬
中
学
校

川

嶋

仁

美

教
え
合
お
う　
税
へ
の
知
識
と　
大
切
さ

滝
川
市
立
江
陵
中
学
校

北
　

翔

斗

一
人
ひ
と
り
の
納
税
を
、生
か
し
て
育
む
、住
み
よ
い
社
会

岐
阜
県
郡
上
市（
関
）
郷

戸

晴

美

消
費
税　
私
が
で
き
る　
国
作
り

山
脇
学
園
中
学
校

佐

藤

万
梨
香

「
あ
り
が
と
う
」　
税
を
通
し
て　
助
け
合
い

町
田
市
立
成
瀬
台
中
学
校

田

村

竜

司

未
来
の
日
本　
支
え
る
み
ん
な
の　
消
費
税

墨
田
区
立
梅
若
小
学
校

渡

辺

梨

香

税
を
知
り　
納
め
て
築
く　
豊
か
な
社
会

熱
海
伊
東
間
税
会

加

藤

佳

怜

税
金
は 

み
ん
な
で
使
う 

み
ん
な
の
お
金 

福
祉
や
老
後 

支
え
る
お
金

松
阪
間
税
会

川

端
　

葵

み
ん
な
の
税　
少
な
い
負
担
で　
よ
り
よ
い
社
会
へ

飛
騨
間
税
会

倉

家

睦

宏

使
い
方　
知
ろ
う　
学
ぼ
う　
わ
た
し
の
税

浜
松
市
立
高
台
中
学
校（
浜
松
西
）
黒

崎

円

香

こ
れ
か
ら
の　
日
本
を
支
え
る　
消
費
税

府
中
市
立
府
中
第
二
中
学
校

池
　

涼

花

自
宅
か
ら　
申
告
・
納
税　
ｅ
｜
Ｔ
ａ
ｘ

群
馬
県
沼
田
市

金

井

則

夫

消
費
税　
私
も
誰
か
を　
支
え
て
る

東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

小

山

真
由
子

消
費
税 

大
人
も
子
供
も
納
税
者 

み
ん
な
で
築
こ
う 
豊
か
な
社
会

愛
知
県
豊
田
市（
豊
田
）
岩

月

隆

典

国
税
庁
長
官
表
彰

佐さ

藤と
う

勝か
つ

彦ひ
こ

様

東
海
間
税
会
連
合
会
理
事
・
愛
知
県
間
税
会
連
合
会
理
事

新
城
間
税
会
会
長

角か
ど

谷や

　

徹と
お
る

様

東
海
間
税
会
連
合
会
常
任
理
事
・
三
重
県
間
税
会
連
合
会
副
会
長

松
阪
間
税
会
副
会
長
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磐
田 

間
税
会

四
日
市 

間
税
会

会
長
　
小　

栗　
　
　

眞

会
長
　
北　

岡　

泰　

爾

　

磐
田
間
税
会
で

は
、
平
成
二
十
九

年
六
月
二
十
七
日

に
磐
田
間
税
会
通

常
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

磐
田
税
務
署
か

ら
松
山
誠
署
長
、

法
人
課
税
第
一
部

門　

大
石
直
希
統

括
国
税
調
査
官
の

ご
臨
席
を
賜
り
、

滞
り
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
回

目
と
な
り
ま
す
「
税

の
標
語
」
募
集
活

動
は
、
磐
田
市
及

び
袋
井
市
内
の
小
、

中
学
校
計
八
校
よ
り
、
五
七
七
名
の
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
一
，一
三
六
件
の
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
一
日
に
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事
と
し
て
、

磐
田
市
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
時
に
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
横
断
幕
を
持

ち
、
ピ
ッ
チ
を
パ
レ
ー

ド
す
る
広
報
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
試

合
会
場
前
に
は
「
税
を

考
え
る
週
間
作
品
展

示
ブ
ー
ス
」を
設
置
し
、

「
税
の
標
語
」
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
税
に
関
す

る
作
品
の
入
選
作
を
展

示
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
関
係
機

関
と
協
力
し
、
間
税
会

活
動
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
四
日
市
間
税
会
の
重

点
政
策
は

一　

消
費
税
完
納
運
動
の
推
進

一　

組
織
の
拡
大
と
強
化

一　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事

　
　
へ
の
参
加

を
掲
げ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
今
年
は
「
税
の
標
語
」

募
集
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
会
員
の
み
の
募
集
で

５
０
０
点
程
で
し
た
が
、
今
年

は
市
内
の
小
、
中
学
校
の
生
徒

さ
ん
に
お
願
い
し
て
夏
休
み
の

課
題
と
し
て
応
募
し
て
も
ら
え

る
よ
う
学
校
廻
り
を
致
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
１
５
０
０
点
を
超

え
る
作
品
が
集
ま
り
、
会
員
分

５
０
０
点
と
合
わ
せ
て
２
０
０
０
点
余
の
応
募
と
成
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
選
び
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
「
税

金
展
」
に
展
示
し
、
他
団
体
の
作
品
と
合
わ
せ
て
表
彰
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

受
賞
代
表
作
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

四
日
市
税
務
署
長
賞

　
　
　
「
税
金
は　
み
ん
な
の
未
来
の　

架
け
橋
だ
」　

　
　
　

四
日
市
市
立
山
手
中
学
校　

３
年　

森
田　

貫
菜　

　
　

四
日
市
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
　
　
「
ぜ
い
き
ん
は　

く
ら
し
を
支
え
る　

貯
金
箱
」

　
　
　

四
日
市
市
立
中
央
小
学
校　

５
年　

テ
ィ
ラ
ー　

晴
菜

　
　

四
日
市
間
税
会
会
長
賞

　
　
　
「
支
え
合
い　

暮
ら
し
に
つ
な
が
る　

消
費
税
」

　
　
　

四
日
市
市
立
中
部
中
学
校　

２
年　

稲
垣　

璃
子

　
　

三
重
県
間
税
会
連
合
会
会
長
賞

　
　
　
「
消
費
税　

未
来
を
開
く　

鍵
と
な
る
」

　
　
　

四
日
市
市
立
山
手
中
学
校　

３
年　

橋
本　

幸
士
郎

　

今
後
も
更
に
応
募
が
増
え
る
よ
う
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
増
強
に
力
を
入
れ
、
楽
し
く
、
有

意
義
な
組
織
作
り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岐
阜
北 

間
税
会

会
長
　
澤
　
田
　 

栄
　
一

【第1部】 
□講師：岐阜北税務署 副署長 河合 一豊 氏

【第2部】
□演題：特別講演会『王道の経営』
□講師：税理士法人 I do 代表 中尾 久美子氏

□演題：税務行政と査察制度
□講師：岐阜北税務署 署長 坂田 昌 氏
　岐阜北間税会会員約40人が出席。悪質な脱税をした人を刑事訴追す
るために任意で質問調査、証拠の差し押さえを行うことができる「査察
調査制度」を解説していただきました。 

▲  岐阜北税務署  副署長  河合 一豊  氏

▲  岐阜北税務署  署長  坂田  昌  氏

▲ 税理士法人  I  do  中尾  久美子  氏

▲  講演会風景

副署長講演会・特別講演会

署長講演会 

8月21日（月）開催

10月30日（月）開催 

　毎年、会員の皆様への感謝と会員相互の良い親睦の場となるよう研
修会を開催。 
　今回は、“おんな城主直虎と龍潭寺 花の舞酒造・大河ドラマ館”見学と
二俣城址の麓にある銅板葺き木造平屋建て数奇屋造りの店舗へ伺いま
した。道中税についての勉強会も行い、有意義な研修会でした。 

□タックスフェスティバル2017 『税の標語』 表彰式
□開催場所：マーサ21 1階 マーサスクエア
□応募応募数：1,795名（岐阜県内10校）
□応募作品数：4,128作品
□入賞作品数：22作品

▲  おんな城主  井伊直虎ゆかりの地  於  気賀関所

▲  澤田会長より入賞者への表彰状手渡し ▲  岐阜北間税会入賞者のみなさん

岐阜北間税会 会員研修会

税に関する作品入賞者表彰式 

9月8日（金）開催

11月19日（日）開催
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静岡県大会のご案内
東海間税会連合会 第45回 通常総会

●日　時　平成30年６月11日（月）
●スケジュール　13：30〜　青年部通常総会

　　　　　　　　14：00〜　女性部通常総会

　　　　　　　　14：30〜　総会

　　　　　　　　15：45〜　記念講演

　　　　　　　　17：00〜　懇親会

●場所　グランシップ
●住所　静岡県静岡市駿河区池田79-4（JR東静岡駅前）
●電話　054-203-5710

東京大会のご案内
全国間税会総連合会 第45回 通常総会

●日　時　平成30年９月11日（火）
●スケジュール　12：00〜　正副会長会議
　　　　　　　　13：00〜　常任理事会
　　　　　　　　13：00〜　第40回青年部通常総会
　　　　　　　　13：00〜　第37回女性部通常総会
　　　　　　　　13：40〜　第45回通常総会
　　　　　　　　15：00〜　記念式典
　　　　　　　　16：00〜　記念講演
　　　　　　　　17：00〜　祝賀会
●場所　東京プリンスホテル
●住所　東京都港区芝公園3-3-1（東京タワー東隣）
●電話　03-3432-1111

愛
知
県 

間
税
会
連
合
会

会
長
　
荒　

木　

義　

夫

　

間
税
会
と
の
お
付
き
合
い
は
、旧
を
た
ど
れ
ば
、元
豊
橋
丸

物
百
貨
店
の
奥
野
会
長
と
の
出
会
い
が
始
ま
り
で
す
。

　

も
う
す
で
に
豊
橋
丸
物
百
貨
店
は
な
く
、奥
野
会
長
も
亡
く

な
ら
れ
、往
時
の
こ
と
は
遠
い
思
い
出
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
荒
木
君
、間
税
会
入
会
、頼
む
よ
！
」私
の
父
の
大
親
友
の

奥
野
会
長
か
ら
の
一
言
で「
は
い
わ
か
り
ま
し
た
」で
即
入
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
が
私
の
間
税
会
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

今
思
え
ば
、当
時
か
ら
す
で
に
、会
長
自
ら
の
会
員
拡
大
に
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
た

と
、思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。24
年
余
り
前
の
こ
と
、世
間
知
ら
ず
で
た
だ
た
だ
闇
雲
に
前

に
進
む
だ
け
の
若
者
の
私
を
奥
野
会
長
は
間
税
会
活
動
ば
か
り
で
な
く
、人
生
勉
強

も
教
え
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

当
時
、税
務
当
局
も
間
税
会
の
諸
行
事
に
は
、ご
一
緒
し
て
頂
く
研
修
も
多
く
私
の

担
当
の
税
務
研
修
バ
ス
旅
行
の
時
な
ど
は
、署
に
ご
紹
介
を
頂
い
た
、酒
蔵
訪
問
、ビ
ー

ル
会
社
な
ど
の
企
業
訪
問
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。今
、思
い
返
せ

ば
、酒
好
き
の
私
の
願
望
、実
現
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。若
者
の
私
た
ち

を
常
に
陰
に
な
り
、日
向
に
な
り
、カ
バ
ー
し
て
下
さ
っ
た
奥
野
会
長
も
亡
く
な
ら
れ
、

磯
村
会
長
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
ら
か
な
雰
囲
気
の
東
三
河
間
税
会
は
、奥
野
会
長
、磯
村
会
長
、そ
し
て
私
へ
と

会
長
職
が
変
わ
っ
た
今
も
、そ
の
雰
囲
気
は
今
日
の
東
三
河
間
税
会
の
文
化
と
な
り
、

運
営
の
流
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
代
目
間
税
会
の
磯
村
会
長
と
は
、浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
、小
中
学
校
は
同
窓
、中

学
校
で
は
、磯
村
さ
ん
は
野
球
部
員
と
し
て
１
年
上
の
先
輩
で
し
た
。背
が
低
く
、身

体
が
小
さ
く
、野
球
の
下
手
な
私
を
特
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。十
数
年
後
の
豊

橋
商
業
界
で
は
、先
輩
後
輩
の
誼
で
特
に
目
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。青
年
会
議
所
、

商
工
会
議
所
活
動
を
通
じ
、人
の
羨
む
よ
う
な
薫
育
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

豊
橋
商
工
会
議
所
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
の
平
成
四
年
豊
橋
商
工
会
議
所
青

年
部
立
ち
上
げ
の
折
り
は
初
代
会
長
職
を
陰
か
ら
指
名
頂
き
ま
し
た
。

　

爾
来
、企
業
規
模
も
小
さ
く
、非
才
な
私
を
会
議
所
常
議
員
に
取
り
立
て
、ま
た
、

監
事
の
大
役
へ
の
推
挙
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。そ
ん
な
磯
村
会
長
の
間
税
会
を
一
生
懸

命
に
御
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
は
、当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

十
年
前
、病
に
倒
れ
た
磯
村
会
長
に
は「
私
が
代
行
す
る
か
ら
」と
、言
い
、会
長
職

に
と
ど
ま
っ
て
頂
き
ま
し
た
。磯
村
会
長
は
長
い
間
税
会
活
動
が
認
め
ら
れ
、財
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
私
の
生
涯
に
お
い
て
磯
村
会
長
に
対
す
る
小
さ
な
御

恩
返
し
の
一つ
と
秘
か
に
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、自
分
が
間
税
会
会
長
職
に
携
わ
り
、多
く
の
友
に
支
え
ら
れ
て
い
る
時
、思
い

出
す
の
は
、奥
野
会
長
、磯
村
会
長
に
も
っ
と
も
っ
と
、最
善
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
と
、

悔
恨
の
情
が
湧
き
、思
い
残
す
こ
と
ば
か
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、こ
れ
ら
を
反
省
の
材

料
と
し
て
、次
な
る
４
代
、５
代
の
会
長
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

各
地
間
税
会
だ
よ
り


